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おはようございます。 

本日、ここに令和２年第２回西之表市議会定例会を招集いたしま

したところ、議員各位には御出席くださいまして、誠にありがとう

ございます。 

今年に入りまして、新型コロナウイルス感染症の拡大が止まらず、

政府より全国に緊急事態宣言が出されました。 

鹿児島県でも１０名の感染者が発生し、より身近に脅威を感じる

状況となり、幸い種子島で感染者の確認例はなかったものの観光、

運輸、旅館業、飲食業の皆様を中心に経済的にも大きな影響が出る

事態となりました。 

この間、本市でも対策本部を設置し、関係機関や周辺自治体と連

携を取りながら住民の皆様への周知、広報、学校の休業措置などの

対応を行ってきたところです。 

 また、緊急時に対応し、議会の御理解をいただきながら３回にわ

たり令和２年度一般会計補正予算を専決処分とさせていただきまし

た。 

 現在、全国の緊急事態宣言は解除されましたが、これまでと同じ

ような生活様式で日常をおくることはできなくなり、新しい日常の
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時代を見据えた対応が求められております。 

 今年は本来であれば、４月に東京オリンピックの聖火リレーが西

之表の市街地でも展開されるはずでした。しかし、新型コロナの影

響で来年に延期を余儀なくされたところです。 

 このほか、５月の種子島カップヨットレース、かごしま国体デモ

ンストレーションスポーツソフトバレー大会、６月の西之表市消防

操法大会など多くの行事が中止となっております。 

 今も、感染第２波襲来への警戒など気を緩められる状況にはなく、

引き続き感染症対策に万全を期していかねばなりません。 

 そこで、新型コロナウイルス感染症に対する本市の対応について、

概略を御報告いたします。 

４月７日の新型インフルエンザ等特別措置法の規定に基づく緊急

事態宣言を受け、本市も同日新型インフルエンザ等対策本部を設置

しました。 

これまで５回の本部会議を開催し、感染症予防対策、県をまたぐ

移動の自粛、職員行動計画などの協議をしながら、市民や来島予定

者への発信も行ってきました。 

幸い市内での感染者の確認例はなく、５月２５日に緊急事態宣言



3 
 

は解除となり、特措法に基づく本市の対策本部は廃止となっており

ますが、引き続き新型コロナウイルスに関する情報共有や意思決定

は必要なことから、特措法に基づかない対策本部を継続して設置し

ています。 

市民のみなさまには、手洗い、マスクの着用、身体的距離の確保、

いわゆるソーシャルディスタンスなど、新しい生活様式の定着を図

りながら感染症予防に努めていただきたいと思います。 

 この間、国の施策に対する対応や本市独自の取り組みといたしま

しては、国の緊急経済対策に基づく一人１０万円の特別定額給付金

については、５月１日に全世帯に申請書を送付、５月１５日から順

次給付を開始したところです。対象人口１５,００８人、対象世帯７,

９８１世帯に対しまして、６月１０日現在、７,７９６世帯への給付

を完了し、対象世帯に対する割合は９７.６８％となっています。 

また、本市独自の施策といたしましては、本市が発した来島自粛

要請により、直接影響を受けている観光関連事業者に対して、当面

の支援として１０万円の支給をいたしました。 

５月２１日からは、市職員有志により毎週木曜日を「お弁当デー」

として、テイクアウトを行う市内の飲食店を支援する活動も始めま
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した。 

５月２７日には、飲食店でのみ利用できる２０パーセントのプレ

ミアム付き飲食店応援券を発行したところです。 

 

続きまして、産業の分野、農林水産業の状況について報告をいた

します。 

 農業分野の令和元年度農業生産実績については、概算値ではあり

ますが粗生産額が６０億５百万円となっております。 

平成３０年度と比較しますと、サトウキビの収量回復による収益

増があったものの、安納いもの価格低下や和牛子牛の高値水準がピ

ークを過ぎたこと、酪農の生乳量の減少等により、全体としては２

億５千万円の減となりました。 

（Ｈ３０：６２億５，５３９万円→Ｒ１：６０億５０１万円） 

 主要品目の生産概要については、基幹作物であるサトウキビが生

産額６億８千４百万円で、平均反収５トン９１４キロ、生産量は３

万２千５８７トン、甘蔗（かんしゃ）糖度の上昇（１２．６９→１

３．３０）によって対前年度比９千２百万円の増収となりました。 

（Ｈ３０：５億９千２百万円→Ｒ１：６億８千４百万円） 
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 安納いもについては、９億８千６百万円で、１億４千８百万円の

減収となりました。 

（Ｈ３０：１１億３，４７７万円→Ｒ１：９億８，６４４万円） 

理由として、栽培面積の減少（２９３ｈａ→２９１ｈａ）による

生産量の減少（６，３０４トン→６，１３１トン）と単価がキロ当

たり２０円程度（１８０円から１６０円）下がったためです。 

 バレイショは、２億６千５百万円で、５千９百万円の減収となり

ました。これは、単価の上昇はあったものの作付面積が１９ヘクタ

ール減少したことにより、生産量が減少（９６．８４ha→７７．４

５ha）したためであります。 

（Ｈ３０：２，６０６トン ３億２，５４４万円→Ｒ１：１，７２

４トン ２億６，５８２万円） 

 畜産は、肉用牛と酪農を合わせ、２４億２千万円で、１億５千２

百万円の減収となりました。 

（Ｈ３０：２５億７，３０１万円→Ｒ１：２４億２，０５４万円） 

肉用牛については、ここ数年の子牛価格の高値水準が緩み始め、

３千８百万円の減となり、酪農は生乳生産量の減により１億２千１

百万円の減となりました。 
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次に、鳥獣被害についてです。 

被害金額は前年対比でほぼ横ばいの４千３百万円でありました。 

シカの有害捕獲期間での捕獲頭数は２千５百頭で、２年度は捕獲

目標３千頭としております。「守り」の対策である侵入防止柵・ネ

ットの支援と合わせて、猟友会による捕獲活動を支援し、効果的な

被害防止対策に努めていきます。 

 林業については、離島活性化交付金を活用し、海上輸送費の支援

を行った結果、林産品の島外出荷量が木材チップで４千３３ＢＤＴ

（ビーディートン：絶乾重量）、製材で５１立米、原木で５００立米

の実績となりました。 

水産業の状況ですが、種子島漁協における令和元年度の水揚げ総

額は、前年度を約９千２百万円上回る約７億８千万円となりました。 

本市の水揚げ実績においても約５千４百万円増の３億９千４百万

円の実績となっております。要因といたしましては、トビウオロー

プ曳き漁業が約５百万円の水揚げ減となったものの、モジャコ漁や

キビナゴ刺し網漁業が豊漁だったと伺っております。また、３月２

８日から４月１９日まで計画されたモジャコ漁について、昨年度は

流れ藻が非常に多くモジャコの漁獲に苦慮し、操業期間も延長傾向
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にありましたが、本年度は予定数量を早々に確保することができ、

１０日ほど早い４月８日で操業終了となり期待しているところです。 

しかしながら、新型コロナウイルスの感染防止のため外出自粛や

飲食店の営業短縮要請によって需要が減少したため、４月に入り特

に島外での取引において高値で取引のあった鮮魚において値が付か

ない状況となり、島外出荷量が減少傾向となっております。種子島

漁協の市場取引においても影響が出始めており、日によってばらつ

きはありますが、水揚げの多い日は値崩れをおこす状況が続いてお

ります。 

 

次に、観光・商工業等の取り組みについてです。 

まちづくりについては、第６次長期振興計画に基づき、歴史と国

際色豊かな港町の再生を図り、中心市街地（商店街）の活性化をめ

ざすための「港町再生」に、引き続き取り組みます。 

まちづくりにとって重要な位置づけとなる西之表港港湾計画の見

直しにつきましては、国、県、市による検討部会で意見交換を行い、

重要港湾として計画に耐震強化岸壁を位置づけ、洲之崎地区に整備

すること、防風・波浪対策を踏まえた岸壁法線のあり方を検討する
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ことなどを確認しています。今後も地元の意見や要望が反映された

計画となるよう、国や県に働きかけてまいります。 

また、港の後背地の整備として、「港町再生基本構想」に基づき、

商店街の道路空間デザインを検討するため国道５８号線の一方通行

の社会実験を行うなど、港町としての魅力を生かしながら、市民の

皆様とともに西之表港と中心市街地が一体となったまちづくり、歴

史や文化などの資源を活用した魅力づくりに取り組みます。 

今後コロナ収束を見据えて、国や県の方針も踏まえながら、滞在

型観光事業等による誘客にも取り組みます。 

併せて、経済的な影響を受けている地元事業所への支援を行うこ

とで、事業の継続支援を行ってまいります。 

ふるさと納税については、４月から５月末までの期間で、１千２

百万円と（１億５千６百万の実績となった）昨年度の同時期の３倍

となるペースで寄付が伸びています。今後、新規の返礼品や返礼品

取扱事業者の加入を促進することで、商工業者の支援に繋げてまい

りたいと考えております。 

 

 馬毛島についても触れておきたいと思います。 
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 防衛省は、米軍空母艦載機離着陸訓練（ＦＣＬＰ）施設設置を目

指して各種調査を実施しております。一方、本市としましては、ま

ずは、馬毛島をめぐるこれまでのさまざまな疑問を紐解く必要があ

るとの認識のもと、防衛省とやりとりを続けております。現在、伐

採届に関する現地調査、市史編さん及び文化財関連の調査、不動産

鑑定評価、体験活動などの実施に向け、調整を続けています。馬毛

島が種子島とともに歩み、支え合ってきた歴史を振り返るとき、課

題の解決のために疑問の解消を図り、馬毛島の本来あるべき姿を明

らかにしていく必要性を強く感じているところです。 

 

それでは、本日提案いたしました議案について御説明いたします。 

 本定例会に提案いたしました議案は、西之表市税条例等の一部

を改正する条例など条例の一部を改正する専決処分報告４件、令和

元年度及び令和２年度西之表市一般会計補正予算など補正予算の専

決処分報告８件、令和元年度西之表市一般会計繰越明許費繰越計算

書の報告１件、西之表市固定資産評価審査委員会委員の選任など人

事議案が１５件、契約議案が１件、西之表市職員の特殊勤務手当に
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関する条例の一部を改正する条例の制定など条例議案が１０件、令

和２年度西之表市一般会計補正予算など予算議案５件の合計４４件

であります。 

 主な議案についてご説明いたします。 

議案第２４号から議案第３８号は、それぞれ人事案件で、法令の規

定により議会の同意を得ようとするもの、議案第３９号は契約議案、

議案第４０号から議案第４４号は新型コロナウイルス感染症に関係

する条例の一部改正、議案第４５号から第４７号は法令の一部改正

に伴う条例の一部を改正しようとするもの、議案第４８号は中小企

業・小規模事業者の振興のために条例を制定しようとするもの、議

案第４９号は給水条例の改正で、事業完了により条例の一部を改正

しようとするものであります。 

議案第５０号から議案第５４号は、令和２年度西之表市一般会計

及び特別会計等の補正予算であります。 

一般会計補正予算の主なものは、「新型コロナウイルス感染拡大対

策」として商工振興費に１億６千３百６５万円、農業振興費に１千

８百７９万円、災害対策費に１千４百５４万５千円、新規事業とな

る安城小学校特別教室棟整備に係る経費を学校管理費に３千３０万
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円それぞれ追加、その他、各費目に４月１日付け人事異動に伴う人

件費を計上しております。 

この結果、歳入歳出予算の総額に２億１６５万２千円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１２３億５,１９０万１千円とする

ものであります。 

なお、新型コロナウイルス関連で後日、議案の追加を予定してお

りますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

以上の議案につきまして、議員各位にご審議をいただきますよう

お願い申し上げ、私の市政に対する所信表明及び提案理由の説明と

いたします。 

ありがとうございました。 

 

令和２年６月１１日 

 

西之表市長 八板 俊輔   

 


